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まえがき 
 

１ 目的・狙い 

 

エネルギー分野への注目と期待が集まる中、貴機構が実施している事業の技術開発成果

の事業化を更に推進するためには、エネルギー分野におけるより効果的なビジネスマッチ

ング等を実施することが必要となっている。 

 本件支援は、効果的なビジネスマッチングの企画・実行等を通じて、エネルギー分野の

技術開発成果を具体的なビジネスに結びつけ、事業化の更なる推進を図る事を目的として

実施した。 

 

２ 主な業務内容 

 

１）効果的なビジネスマッチング等の企画・実施 

２）ビジネスマッチングのフォローアップ調査の実施 

３）マッチングデータの整備と事業化支援策検討 

 

３ 業務の実施期間 

 

2023年 6月 7日 ～ 2024年 3月 22日 

 

４ プロジェクト担当（主担当） 

 

株式会社 矢野経済研究所 事業創造コンサルティンググループ   

以 上 
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【 要約（和文） 】 

 

 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構が選定した事業者（10 社）を対

象に、事業成果等に関する事前調査（ヒアリング調査）を行い、ビジネスマッチング会に参

加する事業者（9社）（以下、「参加事業者」という。）を決定した。 

 参加事業者（9社）に対して、マッチング会に向けたコンサルティングを行うため、原則

として 3回訪問面談を行った。訪問面談では、事業者の事業概要やコア技術、開発製品の特

徴等の把握、プレゼン資料／プレゼン方法のブラッシュアップ、マッチングターゲットの選

定等を実施した。また、マッチング会実施時の技術紹介資料として活用するため、事業者紹

介シートの作成を行った。 

その後、参加事業者のプレゼン内容及びプレゼン資料のブラッシュアップを行う事を目

的に「模擬プレゼン会」（2023年 10月 31日開催）を Webにて行った。「模擬プレゼン会」

では、企業支援の専門家や起業家など立場が異なる 5名の外部アドバイザーが、参加事業者

に対してプレゼン方法やプレゼン資料等につき助言を行った。 

 ビジネスマッチング会は東京会場及び Web（2023年 12月 13日）と大阪会場（12月 20日）

にて開催し、参加事業者の技術紹介、及び個別面談を行った。なお、同会の申込者は 249社、

305 名で、その内、事業者のプレゼンテーションを視聴した数は 177 社、215 名であった。

また、面談を実施した件数は 45件であった。 

 

   



 

[Summary (English)] 

 

 

Based on the preliminary interviews to 10 enterprises that had been selected by NEDO 

(New Energy and Industrial Technology Development Organization), 9 firms 

(hereinafter referred to as Participating firms) were opted for implementing business 

matching sessions.   

 

Yano consulted with these Participating firms (9 firms) by visiting and carrying out 

face-to-face interviews, 3 times each in principle, prior to the business matching 

session. The consultations helped the firms review their business outlines, core 

technologies, and features of the products developed, improve presentation method and 

materials, and narrow down the targeting area/companies to develop partnership with. 

In addition, company factsheets for each firm were created as a material to make the 

technologies and advantages known in the sessions. 

 

Later on, test presentation meetings were held online on 31 October 2023, where 5 

external advisors, including corporate consulting specialists and entrepreneurs, were 

invited to give some advices from the viewpoints developed by their respective business 

careers, to improve the presentation contents and materials by the firms.  

 

The business matching sessions were held in Tokyo (December 13, 2023), online 

(December 13, 2023), and Osaka (December 20, 2023), at which the technologies 

developed by the Participating firms were introduced and then individual business 

meetings for match up were taken place. 305 people from 249 enterprises applied for 

the session, among which 215 people from 177 enterprises out of them watched the 

presentations given by the Participating firms. As a result, 45 enterprises conducted 

business meetings. 
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Ⅰ はじめに 

 

１ 本件業務の目的・狙い 

 

エネルギー分野への注目と期待が集まる中、貴機構が実施している事業の技術開発成果

の事業化を更に推進するためには、エネルギー分野におけるより効果的なビジネスマッチ

ング等を実施することが必要となっている。 

 本件支援は、効果的なビジネスマッチングの企画・実行等を通じて、エネルギー分野の

技術開発成果を具体的なビジネスに結びつけ、事業化の更なる推進を図る事を目的として

実施した。 
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Ⅱ 本年度（2023年度）業務の実施概要 

 

１ 事前調査の実施 

 

NEDOが選定した本事業の終了事業者等（10社）を対象に、事業成果や製品・技術の特

徴、希望するマッチング先等に関する事前調査（ヒアリング調査）を行った。 

ヒアリング調査の結果を踏まえ、ビジネスマッチング会に参加する事業者（9社）を決

定した。 

 

No. 事業者名 

１ ORLIB株式会社 

２ 株式会社ベルニクス 

３ ジオシステム株式会社 

４ ナノフロンティアテクノロジー株式会社 

５ 株式会社グローバルエナジーハーベスト 

６ ティエムファクトリ株式会社 

７ 日本 FC企画株式会社 

８ 株式会社 Thermalytica 

９ 株式会社 C&A 
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２ 方向性検討シートの作成 

 

 上記１で、各事業者の技術概要やマッチングの意向等を把握するため、事業者調査シー

トの作成を行った。 

その内容を踏まえて、マッチングの方向性を検討するため、方向性検討シートの作成を

行った。 

 

 

３ 事業者紹介シートの作成 

 

 上記１で、各事業者の技術概要やマッチングの意向等を把握するため、事業者調査シー

トの作成を行った。 

上記２では、その結果を踏まえて、マッチングの方向性を検討するための方向性検討シ

ートの作成を行った。 

 そして、上記１、２の内容を踏まえて、マッチング会実施時の技術紹介資料として活用

する為、事業者紹介シートの作成を行った。 

 

 なお、各事業者の事業者紹介シートの内容は、次頁以降に記載の通りになる。 
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9 

 

  



10 

 

  



11 

 

  



12 

 

 



13 

 

４ ビジネスマッチング会に向けた 「模擬プレゼン会」の実施 

 

2023 年 12 月 13 日、12 月 20 日に開催する「NEDOベンチャービジネスマッチング会」に

向けて、参加企業のプレゼン内容及びプレゼン資料のブラッシュアップを行う事を目的に、

「模擬プレゼン会」をオンライン（Web）で行った。 

 なお、「模擬プレゼン会」には立場が異なる外部アドバイザーの方 5名に参加してもらい、

参加企業に対して、プレゼン方法やプレゼン資料などにつき助言をしてもらった。 
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５ ビジネスマッチング会の開催 

 

１）開催概要 

 

実施日時 場所 参加事業者 出席者 

(企業数／人数) 

2023年 12月 13日（水） 

13時 00分～16時 35分 

東京会場（K-NIC）／ 

オンライン（Web）開催 

9社（※） 東京会場： 

45社／52名 

オンライン会場：

124社／142名 

2023年 12月 20日（水） 

13時 00分～16時 35分 

大阪会場（OIH）開催 大阪会場： 

23社／25名 

合計 177社／215名 

 

（※）参加事業者 9 社内訳 

 

No. 企業名 

1 ナノフロンティアテクノロジー株式会社 

2 ティエムファクトリ株式会社 

3 株式会社 Thermalytica 

4 ORLIB株式会社 

5 株式会社ベルニクス 

6 株式会社グローバルエナジーハーベスト 

7 ジオシステム株式会社 

8 株式会社 C&A 

9 日本 FC企画株式会社 
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２）マッチング会の運営 

 

 本年度は初のハイブリッド開催となったが、従来と同様に、技術紹介に関するプレゼンテ

ーションや、技術紹介、個別面談等を行った。 

 

No. 実施内容 概要 

１ プレゼンテーション 会場及び Webサイト上で、各社 15分間の技術紹介／プレ

ゼンテーションを実施した。 

２ 技術紹介 会場では、各社の開発技術を紹介するパネル及びサンプ

ル等を展示。また、Webサイト上に各社の紹介ページを用

意し、プレゼン資料のダウンロードや、動画視聴を可能に

した。 

３ 個別面談 会場及び Web上で個別面談を実施した。 
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３）マッチング会実施結果の集計 

 

①セミナー参加企業の業種構成 

 

・マッチング会参加企業（東京会場・大阪会場参加企業及びオンライン会場参加企業 177 社）

の業種構成は、以下の通りになる。 

・セミナー参加企業の業種として、「卸売業、小売業」「化学工業」「金融業・保険業」が参

加業種として多く、当該 3業種で全体の 27.1％を占めた。 
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②個別面談実施企業の業種構成 

・個別面談を実施した企業数は 45社だった。 

・セミナー参加企業の業種としては、「卸売業、小売業」「化学工業」「金融業・保険業」

が多かった。 

・個別面談実施企業の業種としては、「卸売業、小売業」「コンサルティング業」「化学工業」

「電気機械器具製造業」が多かった。 
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③来場者アンケート 

 

・マッチング会の参加者を対象にアンケートを行った。回答件数は 114件で、その集計結果

は以下の通りになる。なお、参考として前年度の結果も記載している。 

 

ａ．イベント参加の目的 

 

・イベント参加の目的は、「情報収集」が 50％で、前年度と同様に過半数を占めた。 

 

ｂ．イベントの満足度 

 

※2022 年度は「とても有意義であった」「どちらかというと有意義であった」「普通」「どち

らかというと有意義ではなかった」の 4 段階でアンケートを実施。 

・イベントの感想に関して、「とても有意義であった」と「まあまあ有意義であった」を

合わせた回答が 83％を占めた。 
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ｃ．プレゼンの発表時間について 

 

・プレゼンの発表時間は、前年度と同様に 1社あたり 15分としているが、「ちょうどい

い」とする回答が 86％を占めた。 

 

ｄ．次回の参加意向について 

 

・同様のイベントがあった場合、次回も参加したいと思うかという設問に対しては、「参

加したい」とする回答が 87％を占めた。 
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ｅ．イベントの開催方法について 

 

・イベントの開催方法については、「どちらの場合でも参加したい」とする回答が 54％

を占めた。 

・なお、「オンラインでの開催ならば参加したい」とする回答が 32％で、「会場での開

催ならば参加したい」とする回答（12％）よりも多かった。 

 

 

契約管理番号 ２３２００６１８－０ 

 


